





A study of selecting classes of students in education and welfare course by AIDMA model 












































































































































































































「閉じコース肉の他の2つの講義を取りたい，学びたいと貧欲 分野の授業も，全部取れるな 29目いう欲があり注目する ら取ろうと思ってたから」
「保育所とか就職したら，ゃっ進路や職業などに役立ったり ぱり気になる子もおるし，障将来 関わったりすると思い注目す 24出る 害児を受け入れとるとこもあ
るしって思って」
児童福祉に関する科目を取っ内容授業で扱う内容に注目す内容 ， てて，児相(児童相談所)の 24私
'W 話とか聞いて」
「教科の単位がぎりぎりで，
単位 単位取得のために注目する 残っている教科の一つだっ 10目
た」
「担当の先生が2年生になっ
教員の てもこういう授業があるの教員から呼びかけられて注目呼びか で，興味のある人は取ってく 7目するけ ださいみたいな，そういうア
ナウンスはされてたから」








知識の 「新たな知識を入れたいな，知識を積極的に得ようとして獲得意 なんか知りたいなって思つ 21国
欲 興味を持つ て」




るって大変やけど，それを考専門分 専門分野との共通点を見出しえるのって，考える力が大人野との 9目興味を持つ より育っていない子どもたち類似性 に向けて説明考えたりするの
と似たようなところがあるか
なって」
好奇 未知のものを知りたいと思い心.~ -:-:~~~~::'-C. A~-""_""'-'I!.\"" r知らないから興味がわいた」 倒
‘ 興味を持つ究ω
担当 教員が好き，特別な価値があ『実際に外国人ゃったし，先 4弘教員る興味を持つ 生が」
かを尋ねたところ， 1科目が5名， 2科目が4名， 3 


















1つのトピックについて，さ学習の 「がっつり知ったほうがよりらに深〈学べることに価値を 24唱深化 ダイレクトに知れる」おく
「自己成長が保育士っていう
自分1: 仕事にもかかわっているか、成長できることに価値をおく 17% プラス ら，特に成長したほうがいい
なって思ってて」
「学校側からだけじゃ見えん
多様な ようなところが，こっちの福様々な立場や考え方を知るこ価値観 祉の視点に立ったら~う 15目とに価値をおくの吸収 だっていうのが，なんかある
かなみたいな」
実践的 「自分でただ動物園行っただ理論などに沿って自分で実際知識の けじゃ得られない体験もある 10唱に行なうことに価値をおく獲得 かもしれない」
「自分は不自由がないから不
便だって思わないことも，こ





















































































「内容は全然知らんけど，友友人の友人の発言や授業選択行動を だちが，先生がすごい面白い 31明言動 見聞きして，注目する よって言ってたから」
「もともとこの(教科の科目)選択必選択必修の科目の一つである の中で興味があるやつだけと 25自修科目ことに注目する ろうと思って」

















































「面白そうやと思って取ろう内容 授業の内容を吟味する ~ 38哨としたんJ






















ばいいっぱいやったから。小大量コ必修のコマ数が多くて注目し 学校(の免許)も取るんで， 34百マ数 そしたら多いから，そっちま
で目がいかないっていうか」
必要最低限の授業だけを取る 「免許取るために省エネとい省エネというス9ンスがあり，注目ー • 必要ないからとら 」しない
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